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談話室
ヘ リウム液化装置 とともに40余年
浅 井 攻
胆石除去 の手術 を1月 に受け られ、退院後の3月 某 日にインタビューを行 いました。豊 中分室で
はヘ リウム液化装置の更新工事が終盤 に近づ き、間 もな く試験運転が始 まろう としてい ました。 イ
ンタビューの様子 を抜粋 して まとめ ました。
T:も うお体 は よろしい んですか。
浅井:い や、 まだ本調子 じゃないですな。胆石の手術 を受 けたんで、脂 っこい ものを食べ るとお な
かが下 るんですわ。今は何食べ た らおなかが下 るかテス トして、様子 をみてる ところです。、
退官 した後 に家内 と一緒 に海外旅行 にで も行 こうか言 うてまして、いろいろ(食 べ物 を)試
しているところです わ。
T:や っぱ りこれまでの疲れが一気 に出て きたい う感 じですか。
浅井:い や、一番疲 れてる言 うのはね、今 まで自分がや って きた機械が 自分の 目の前で ブワーとみ
んなほられて無 くなってまう、もうこんで終 わ りか とい う気がね、去年の10月くらいか ら(更
新作業が始 まった頃)体 悪 したね。
T:ち ょっと寂 しい気があったんで しょうね。
浅井:そ うそ う。それがやっぱ り大 きかったんかな一、思てます。 その ころか ら胃も悪 してね、調
べ たらどうもないんですけ ど、医者 は精神的なス トレスが原 因やないかな言 うてま した。
T:で も、考 え方を変えれば、浅井 さんが育 てて大 きくしてきたか らこそ、次のステ ップに行 け
たん じゃないか と思 います よ。 ここは(豊 中分室 は)新 しい装置 にな りましたけ ど、浅井 さ
んが携わっている液化装置 は各地 にあ ります し(吹 田分室、北陸先端大 など)、浅井 さんが
育てた芽 はちゃんと残 っていってる と思 います。
浅井:そ ういっていただける とうれ しいです。
T:阪 大 には何十年勤めはったんですか。
浅井:41年ですわ。
T:中 之島時代 に始 まったんですね。
浅井:昭 和37年ですか。公務員試験通 って、阪大 に面接 に3人 来たんですわ。そのとき面接 しても
うたのが、伊藤順吉先生 と関集三先生で した。それで採用 して もうたんです けどね、3月 に
もう来て くれ言 われたんです。実はそれ まで(液化作業は)大阪酸素 に委託 しとったんです。
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それで一 ヶ月間勉強 して覚 えて くれ言 われ ま した。当時の液化機 はADLの コリンズ液化装
置(昭 和34年設置)で した。それか ら一人で液化 し始めたわけです。
T:以 来、何 台の液化装置に携わってこられたんですか。
浅井:ADLの 次 は三菱 の液化装置(UL-80)(昭和43年設置)で 、これ僕が選びま した。で もその
ときADLは ほ らなかったんです。僕、ほった らあかんい うてね。両方で液化 しとって、三
菱が8リ ッター(/時)、ADLも8リ ッターや った。だけ ども自分で分解 してや っとてね、
ADLの方が使い よかった。 とい うのはね、昔の ピス トンのシリンダーがね、窒化 した鉄で
で きとって、不純 ガスが入 って きて詰 まって動 かんよ うになった ときに、ADLは 常 温 に戻
せば動 いたんやけ ども、三菱 の方は動 かんで難儀 したんです。それで僕 はADLの 方 を一所
懸命動力・しとつた。それで何 で違 うんかな一て一生懸命考 えて、 どうも外国のやつは(シ リ
ンダーの)材 料 を10年とか15年とか寝かせ たやつ を使 うとるんやね。 日本製 のやつは作 った
ばっか りのを削 って使 うもんやか ら、低温 になった ら歪 む ようやね。それで新 しい液化装置
買ったけ ど、昭和48年までずっ と(ADLも)動 か しとったね。 で昭和49年にCTi-1400が
設置 されたんです。(液化量 は)20リッターで したね。
T:こ の液化装置が長か ったんですね。
浅井:そ う。18年使 った。
T:そ の間故障 もた くさんあったんで しょうね。
浅井:も のす ごい故障あ りましたね。一番大 っきい故障は、 ピス トンを上下す るプーリーが付 いて
る ところの シャフ トが折れたんです。 アメ リカのメーカーは(修 理 に)3ヶ 月かかる言 うて
きて、で僕 これ じゃあかんわ思 うて、溶接 したんですけ ども、(シャフ トの)セ ンター出 さ
ん とあかんので、確 か株 くんにネジ切 ってもうて、ね じ込んでか ら外側 を溶接 したんです。
それか ら(シ ャフ トへの負担 を減 らすため に)液 化量が少 し減 ったけど、10日で なお したか
なあ。 まあ、他 にもみ んな知 らん ことた くさんあ りま したけ どね。 それ とね、.このCTiの
ときにインピュア(不 純 ガス)の ラインにピュアのガス(純 度lqo%のヘ リウムガス)を 入
れて運転 したんです。する とね、 ピュアの ときと同 じだけ液化 したんです。それでインピュ
アの純度 を上げればピュア と同 じくらい液化す るやろ思 うて、嘱莫(膜式精製機)や ら乾燥機
や らに力入れたんです。やっぱ り自分 でテス トしてみん とあきません。
T:膜 精製機 もテス トしなが ら作 ったんです よね。
浅井:そ うそう。本河先生 に、あほやな。特許 とっ とけばよか ったのに、言 われ ました。純度を上
げるのになんかええ もんないかな、て本読んでた ときにね、 アメリカで天然 ガスか らヘ リウ
ムを分離するの に使(つ こ)て るのが、日本の東洋紡 の膜 を使てる、て書いてあったんです。
それで東洋紡 に電話 した ら、 うちは川重(川 崎重工)に 卸 してるか ら、川重 に電話 して くれ
言われて、電話 したんです。それか ら川重 といろいろ 開発 して、 テス トして入れ ました。川
重が新製品 としてその後売 り出すか ら、 うちは原価で入れ えよ、言 うて交 渉 しました。
T:こ れで回収 ガスの純度 を上げて、液化量が増 えたんですね。
T:そ の後平成4年 にPSIModel2210(100リッ トル/時)が 設 置 され、今 回のLindeTCF-50
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(200リッ トル/時)で5台 目にな る わけ です ね。
しば らく技術 的な話 に花が咲いた後、印象 に残 っている先生の ことについて質問 してみ ました。
浅井:で も僕 ここへ来 て一番気使 うたのは、(勤め始めて)1年 目くらいかな、関先生 に呼ばれて、
高圧 ガスの免許 とれ言 われ て、それは高校卒業 して1年目 くらいで してん。 ほんでね、先生
それ どんな本 で勉 強 していいんかわかれへん言 うた ら、関先生が こんな問題が出るか らい う
て印付 けた本 もうて勉 強 しま した。で試験受けて、ある時関先生に教授室呼ばれて、浅井君
(試験)な んぼで きたい うてきかれて、この ときはものす ごい緊張 して、 まい りま した。そ
れで70点とれるか とれんか ぐらいですかね えいうた ら、ほな関先生がそ りゃ合格 や言 うてね。
で先生何で知 っては りますのて聞いた らね、高圧ガス とか危険物 の試験 の問題 を作 ってんね
ん言 うてね、で60点で合格やい うこ と知 ってはったんです。それが一番 しんどか ったな一。
なんせ教授 の先生に言われて、あ とで どうやった聞かれて…。
T:他 に思 い出に残 っている出来事 はあ りますか。
浅井:僕 は 自分で機械 を直すためにいろい ろ勉強 しました。僕 は近大 の夜間学校 に行 ってま してん。
で39年頃 にコンプレッサーが壊 れてね、業者 も修理で きひん言 うか らね、 こんなんやった ら
自分でや らんといかんわ思てね、で近大3年の ときに近大やめて、 自動車のエ ンジ ンの勉強
したらええわ思 て、大阪産大 に行 きましてん。そこで 自動車整備士 の資格取 ったんです けど、
エ ンジンや らピス トンの材料の勉強や オイルの勉強 して、その経験 で液化機の修理 もこない
した らええわい うてやって きま した。(ヘリウム回収用)コ ンプレッサー も水が入 って きて
も故障 しに くいのないか なあて探 して、で5段 圧縮のスルザーのやつ を買 ったんです。ここ
に納 めたやつは確か(日 本で)1号 機か2号 機ですわ。ばらして(分 解 して)え えなあ思た
のは、 シリンダーにヤス リかけて もかかれへ んのです よ。焼 きが入ってる。する とね シリン
ダーに焼 きはいっ とた ら、 シリンダーはほ とんど減 らないか ら交換せ んでええんです。オイ
ル さえ切 らさなかった らピス トンの リングだけで後 はずっ といけるなあ とお もって、それで
僕 は(コ ンプレッサーは)全 部スルザー にした。
T:確 かに今使 ってるコンプ レッサ ーも性能がいいですね。
浅井:そ れ とね、僕、車 のエ ンジン勉強 しとったか ら知 ってたんですけど、スルザー言 うたらね船
のジーゼルエ ンジ ン作 ってる会社やったんです。性能はええ し、特殊 な工具無 しでばら した
り組 み上げた りで きるんです。や っぱ り船 の中でなんかあった ときのため にいろいろ工夫 し
てある しね。や っぱ りね機械 ば らして自分でやっとったか らわかるんです。
T:現 在設置 されて る回収管 も浅井 さんのアイデアなんです よね。
浅井:そ うです。今あ る回収 ライ ンは僕全部設計 しま した。理学部 にも建物が建 った昭和40年にほ
ぼ同時に引っ張 りました。
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T:そ の後、各研 究室 に回収 メー タを付 けたのはいつ頃なんですか。
浅井:僕 はね、(ヘリウムガスを)逃が してる研究室 と逃が さん研究室 とでね、不公平がで きると思 っ
たんでね、でそれを伊達先生 に言 うて、あれは何年 くらいかなあ、49年か50年頃や と思 いま
すけ ど。ちゃん と(ガ スを)返 してるところは、値段 を安 くしたい とい うて、でメー タを付
けることに したんです。 このメータもいろい ろ考 えて、LPガ ス用のメータを使 うてます。
T:そ の ときは確 か低温セ ンターの予算でやったんです よね。
浅井:そ う。伊達先生 は反対 したけ どね。僕は回収率 だいたいわかってたか ら、逃が したガスのお
金を取 った らね、1年 で元 とれます よ言 うてお願い したんです。
T:こ れはいいシステムですね。
浅井:僕 はで きるだけ安いお金で運転で きるようにいろいろ考 えてや って きて、修理や部品のため
に少 しお金 を残す ことを考 えてやって きたんです。 もう一つ僕が力入れて きたんはヘ リウム
の回収管。い うのはね、やっぱ りた くさん使 って もらお うと思 ったら、ユーザーの使いやす
いようにで きるだけ自然回収でいけるようにやって きました。回収管の太 さや ら長 さや らい
ろいろいろいろ考えて、 これ も経験がいったんですけ ど、 もうほ とんどが 自然 回収 にな りま
した。
T:今 の学生 さんは 「ヘ リウムー滴血の一滴」なんて言葉 はもう知 らないか もしれませ んが、こ
れか らのユーザー に対 して何かひ とことあ りませんか。
浅井:そ れはちょっ とねそ ういわれて も、昔の血 の一滴 い うのはヘ リウムが1リ ッ トル1,000円、
2,000円しとった時代 でね、今 うち供給 してるのが1リ ッ トル200円か ら300円ですか らね。
ヘ リウムが高かったんで血の一滴 なんです よ。 なんぼヘ リウムが貴重 なガスや言 うてもね、
値段がね、 もう水 の値段ですやん。それ をね、大事 にせ い言 うても、ち ょっ と難 しいで しょ
うね。 またヘ リウムの値段が上が って くれば 「血 の一滴」 とい う時代が来るか もしれ ませ ん
ね。
Tご 退官 された後 は どうされ るんですか。浅井 さんは趣味 とかお持 ちなんです か。
浅井 そ うですね、特 に趣味 は無いんですけ ど、木育ててます。山林。何本 くらいあるかな。1万
本 くらいあるんですわ。そ こ行 って、雑草抜いた り世話 した りして ます。 自分で植林 した り
してますか ら。それ とこれ も山ですけ ど、笹百合 いうのがあるんですよ。 これが割 と少 な く
なってきてるのか、 これを取 って きて育ててるんです。 山になるようにどない したら増 える
かなあ思てい ろいろ試 して ます。
T:低 温セ ンターの今後 に一言頂 けます か。
浅井:ま あ、(今回の新液化機設置で も)株 君 やみんな もようや って くれて、 ここまで新 しい液化
装置 も立ち上がって きてるんでね、助かるなあ思 うてます。で も彼 の後に も人が育つ ように
指導 していって欲 しい と思います。
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T:今 日はお忙 しい中インタビューに応 じて頂 き、あ りが とうござい ました。そ して長い間ご苦
労様で した。 また機会があれば遊びに来て くだ さい。今後 もいろいろお世話 になるか もしれ
ませ んが、その ときは よろ しくお願い します。
浅井:こ ち らこそ、あ りが とうございま した。
このインタビューの最 中にも新 しい液化装置の更新作業が急 ピッチで進め られてい ました。浅井
さんがかわいがって きた旧液化装置(PSIModel2210)や周辺機器 は、 まだ使用で きる ものは他大
学へ と移管 され ました。 また液化装置本体 の部品は、同機種 を使用 してい るところへ交換部品 とし
て移 され ました。部品取 りされた液化機 は肉をそがれた骨だけになってい ましたが、その部品 とと
もに、浅井 さんが培 って きた技術やノウハウは、阪大だけで はな く他 の大学で も生 き続けることで
しょう。
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